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本ドキュメントでは、4Dアプリケーション（4th Dimensionおよび4D Client）ならびに関
連ソフトウェア（4D Tools、4D Transporter、4D Customizer Plus）で利用できるキーボー
ドショートカットの総合一覧を提供します。

注：Enterキーとは、数値キーパッドのEnterキーを意味します。このキーは標準的な
Returnキー（改行キー）とは異なる結果をもたらす可能性があります。

本ドキュメントでは、次の順に各ショートカットを記載します。

■データベースオープン時のショートカット

■「デザイン」モードのショートカット

■「デバッガ」のショートカット

■「ユーザ/ランタイム」モードのショートカット

■関連する4Dソフトウェアのショートカット

キーボードキー

次の図は、PCならびにMacintoshの拡張キーボード上の主なコマンドキーの名前と場所を
示します。
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Macintosh

データベースオープン時のショートカット

swodniW SOcaM

ターデ／るす択選をルイァフターデの別
るす割分をルイァフ

tlA らがなし押をーキ
く開をスーベターデ

noitpO なし押をーキ
をスーベターデらが

く開

るすクッェチをルイァフャチクラトス lrtC らがなし押をーキ
く開をスーベターデ

dnammoC 押をーキ
ーベターデらがなし

く開をス
表をスクッボグロアイダ」ドーワスパ「
場の済義定がザーユトルォフデ（るす示

）合
tfihS く開をスーベターデらがなし押をーキ

nepOD4 削を照参スーベターデるけおに
ボグロアイダ」スーベターデ「／るす除

るす成作をスクッ

てし択選を照参 eteleD たまーキ
は ecapskcaB す押をーキ
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「デザイン」モードのショートカット

ウドンイウャチクラトス swodniW SOcaM

く開／るす成作をガリト で名ルブーテ
+tlA クッリクルブダ

で名ルブーテ
+noitpO リクルブダ

クッ

るす成作をルブーテ規新 N+lrtC N+dnammoC

るす成作をドッソメトクェジロプ規新 M+lrtC M+dnammoC

るす択選をルブーテ各 baT

ォフ「のウドンイウ」ラーロプスクエ「
るす示表をジーペ」ムー L+lrtC L+dnammoC

るす示表を」ドーザィウムーォフ「くし新 E+lrtC E+dnammoC

般全 swodniW SOcaM

ドンイウたれか開でドーモ」ンイザデ「
ンイウャチクラトス（るじ閉てべすをウ

）外以ウド

ーロクのウドンイウ
をスクッボズ +tlA ク

クッリ

ーロクのウドンイウ
スクッボズ

を +noitpO クッリク
へドーモ」ムタスカ「はたま」ザーユ「
れか開でドーモ」ンイザデ「に時行移の

るじ閉てべすをウドンイウた
tfihS るえ替り切をドーモらがなし押をーキ

るす了終をドーモ」ムタスカ「
4F+tlA イウはたま、

ボズーロクのウドン
クッリクをスクッ

F+noitpO

ウドンイウ」ラーロプスクエムイタンラ「
るす示表てしとトッレパグンィテーロフを 9F+tfihS+lrtC 9F+tfihS+dnammoC

（ XSOcaM ）
す示表をーュニメプッアプッポスセロプ
）るきで断中を行実のスーベターデ（る +tfihS+tlA クッリク右 +noitpO+lortnoC

+dnammoC クッリク
な的準標 D4 を名トクェジブオのタィデエ

イタス、プールグ、ムーォフ（るす更変
リ、タルィフ力入びよお示表、トーシル
、ドッソメトクェジロプ、トンヒ、トス
コーュニメムタスカ、ーュニメムタスカ

）ドンマ

で名トクェジブオ
+lrtC クッリク

で名トクェジブオ
+dnammoC クッリク

るす示表をーュニメトスキテンコ リエ／トクェジブオ
クッリク右でア

リエ／トクェジブオ
でア +lortnoC ッリク

ク
す示表をウドンイウ」ラーロプスクエ「

す隠／る +lrtC ーバスーペス +lortnoC+dnammoC
ーバスーペス

ソメ「のウドンイウ」ラーロプスクエ「
るす示表をジーペ」ドッ P+lrtC P+dnammoC

ォフ「のウドンイウ」ラーロプスクエ「
るす示表をジーペ」ムー L+lrtC L+dnammoC
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タィデエドッソメ swodniW SOcaM

にもとと文構 D4 るす入挿をドンマコ ッラドらかウドンイウ」ラーロプスクエ「
プッロド＆グ

ドンイウ」ラーロプスクエ「でき抜文構
らかウ D4 るす入挿をドンマコ

+tlA ロド＆グッラド
プッ

+noitpO ＆グッラド
プッロド

るす示表を文構のドンマコたし択選 入挿をスーペスに後の名ドンマコ

をプルヘンイランオのドンマコたし択選
るす示表 1F ）後択選の名ドンマコ（

トッカトーョシるす力入を名数定やドンマコ [ 桁一頭 baT+] はたま、 [ 桁一頭 retnE+@+]

るす入挿を間時ルヌ retnE+?

るす入挿を付日ルヌ retnE+!

グロアイダィテパロプトンイポクーレブ
るす示表をスクッボ

上トンイポクーレブ
で +tlA クッリク

上トンイポクーレブ
で +noitpO クッリク

く開をドッソメるいてれさ択選が前名在現 P+lrtC P+dnammoC

く開をムーォフるいてれさ択選が前名在現 L+lrtC L+dnammoC

）しな加追の行（るす析解を行の中択選在現 retnE

るす析解を体全ドッソメ retnE+lrtC retnE+dnammoC

へ向方右つず字文一てし成作を囲範択選
方左つず字文一を囲範択選はたま、張拡

小縮へ向
+tfihS →

ま、小縮らか側右つず字文一を囲範択選
方左つず字文一てし成作を囲範択選はた

張拡へ向
+tfihS ←

張拡へ下らか上つず行一てし成作を囲範択選 +tfihS ↓

張拡へ上らか下つず行一てし成作を囲範択選 +tfihS ↑

張拡へ向方右で位単語単てし成作を囲範択選 +tfihS+lrtC → +tfihS+dnammoC →

ま、小縮らか側右で位単語単を囲範択選
方左で位単語単てし成作を囲範択選はた

張拡へ向
+tfihS+lrtC ← +tfihS+dnammoC ←

スキテ択選に中作操プッロド＆グッラド
るすーピコをト

+lrtC ロド＆グッラド
プッ

+noitpO ＆グッラド
プッロド

ラーロプスクエ swodniW SOcaM

るす更変を名ムーォフ で名ムーォフ
+lrtC クッリク

で名ムーォフ
+dnammoC クッリク

るす更変を名ドッソメトクェジロプ ッソメトクェジロプ
で名ド +lrtC クッリク

ッソメトクェジロプ
で名ド +dnammoC ク
クッリ

るす動移を内目項トスリ 使をルーイホスウマ
ーキ↓↑はたま、用 ーキ↓↑

小縮／開展を目項 ーキ→ ーキ←
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タィデエムーォフ swodniW SOcaM

す隠／るす示表をトッレパルーツ T+lrtC T+dnammoC

プトクェジブオはたまトスリィテパロプ
す隠／るす示表をトッレパィテパロ

+tfihS+lrtC スーペス
ーバ

+tfihS+dnammoC ス
ーバスーペ

るす成作／く開をドッソメトクェジブオ トクェジブオの意任
で上 +tlA クッリク

トクェジブオの意任
で上 +noitpO クッリク

ジーペのムーォフの在現 0 るす示表を
ジーペ 0 任るす属に

上トクェジブオの意
で +tlA クッリク

ジーペ 0 任るす属に
上トクェジブオの意

で +noitpO クッリク

るす除解択選／択選をトクェジブオ数複 で上トクェジブオ各 +tfihS クッリク

択選てべすをトクェジブオのプイタじ同
るす

上トクェジブオ
で +lrtC クッリク

上トクェジブオ
で +dnammoC クッリク

ブオたれま囲に全完、し画描をーキーマ
るす択選をけだトクェジ

tlA らがなし押をーキ
画描をーキーマ

noitpO なし押をーキ
画描をーキーマらが

るす化プールグをトクェジブオ択選 G+lrtC G+dnammoC

るす除解を化プールグのトクェジブオ H+lrtC H+dnammoC

るす製複を目項択選 D+lrtC D+dnammoC

ドーボプッリクの定特を囲範択選
（1～9 るすーピコへ） 1+tfihS+lrtC ～9 1+tfihS+lortnoC ～9

（ドーボプッリクの定特 1～9 を容内の）
るすトスーペ 1+lrtC ～9 1+lortnoC ～9

動移へ右らか左で位単語単をトンイポ入挿 +lrtC → +dnammoC →

動移へ左らか右で位単語単をトンイポ入挿 +lrtC ← +dnammoC ←

置配に頭先の行をトンイポ入挿 emoH

置配にりわ終の行をトンイポ入挿 dnE

置配に頭先のドッソメをトンイポ入挿 emoH+lrtC emoH+dnammoC

置配にりわ終のドッソメをトンイポ入挿 dnE+lrtC dnE+dnammoC

を字文るあに側左のルソーカで内行当該
るす択選てべす emoH+tfihS

を字文るあに側右のルソーカで内行当該
るす択選てべす dnE+tfihS

解を択選のクッロブ理論終最のトスキテ
ンマコ」択選をクッロブ理論「（るす除

）済択選てし用使をド
B+tfihS+lrtC B+tfihS+dnammoC

ポ入挿（るすルーロクスを容内ドッソメ
）いなし動移はトンイ 用使をルーイホスウマ 可不用利

クスへ上らか下で位単ジーペを容内ドッソメ
）いなし動移はトンイポ入挿（るすルーロ pUgP

クスへ下らか上で位単ジーペを容内ドッソメ
）いなし動移はトンイポ入挿（るすルーロ nDgP
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るす動移にドンウラグクッバを目項択選 B+lrtC B+dnammoC

スキテをドルーィフのルブーテトンレカ
るす入挿にアリエト

で内アリエ +tlA ッリク
）ルーツトスキテ（ク

で内アリエ +noitpO
トスキテ（クッリク

）ルーツ

トスキテをドルーィフのルブーテの意任
るす入挿にアリエ

で内アリエ +tfihS+tlA
トスキテ（クッリク

）ルーツ

内アリエ
で +tfihS+noitpO ッリク

）ルーツトスキテ（ク
1 変をズイサトクェジブオつずルセクピ

るす更 +lrtC ←→↓↑ +dnammoC ←→↓↑

ボグロアイダ」義定ドッリグ「がザーユ
クェジブオつず値分増たし定指にスクッ

るす更変をズイサト
+tfihS+lrtC ←→↓↑ +tfihS+dnammoC

←→↓↑

（るす更変ズイサでき付約制 *） +tfihS グッラドをルドンハ、てしクッリク

（るす画描でき付約制 *） +tfihS 画描

をャチクピ %001 るすトッセリに 隅下右のャチクピ
を +lrtC クッリク

隅下右のャチクピ
を +dnammoC クッリク

ムーレフたし続連（リラブイラャチクピ
ラドらか）るいてれさ義定がャチクピに
をンタボャチクピ、てしプッロド＆グッ

るす成作

プッロド＆グッラドらかリラブイラ

ムーレフたし続連（リラブイラャチクピ
ラドらか）るいてれさ義定がャチクピに
アプッポャチクピ、てしプッロド＆グッ

るす成作をーュニメプッ

tfihS ラドらかリラブイラらがなし押をーキ
プッロド＆グッ

ムーレフたし続連（リラブイラャチクピ
ラドらか）るいてれさ義定がャチクピに
チクピリラブイラ、てしプッロド＆グッ

るす成作をャ

tlA らがなし押をーキ
ラドらかリラブイラ

プッロド＆グッ

noitpO なし押をーキ
らかリラブイラらが
プッロド＆グッラド

ーォフらかウドンイウ」ラーロプスクエ「
るす加追をムーォフブサ”トスリ“へム プッロド＆グッラドをムーォフブサ

ォフらかウドンイウ」ラーロプスクエ「
るす加追をムーォフブサ”細詳“へムー

tfihS ラドをムーォフブサらがなし押をーキ
プッロド＆グッ

」トスリ「やウドンイウ」ラーロプスクエ「
るす成作をトスリ層階てい用をタィデエ プッロド＆グッラドをトスリ

」トスリ「やウドンイウ」ラーロプスクエ「
るす成作をーュニメ層階てい用をタィデエ

tfihS ＆グッラドをトスリらがなし押をーキ
プッロド

号番に数変へ下らか上で上スクッリトマ
るけ付を

tfihS 複てし定指を列行「らがなし押をーキ
製 ... 択選をドンマコーュニメ」

るす加追をーカーマダッヘ 上ーカーマダッヘ
で +tlA クッリク

上ーカーマダッヘ
で +noitpO クッリク

るす加追をーカーマクーレブ 上ーカーマクーレブ
で +tlA クッリク

上ーカーマクーレブ
で +noitpO クッリク

レブやーカーマダッヘたし加追がザーユ
るす除削をーカーマクー

上ーカーマるす除削
で +lrtC クッリク

上ーカーマるす除削
で +dnammoC クッリク

るあに位下のーカーマるいてし動移在現
るす動移に時同てべすをーカーマ tfihS 動移をーカーマらがなし押をーキ
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beW ドーザィウスビーサ swodniW SOcaM

LDSW のルイァフ LMX 表をドーコスーソ
るす示

tfihS クをンタボ」索検「らがなし押をーキ
クッリ

リラブイラャチクピ swodniW SOcaM

をーラカの所場るいてれか置がルソーカ
）ルーツンペ（るす択選

tlA らがなし押をーキ
るすクッリクをアリエ

noitpO なし押をーキ
ッリクをアリエらが

るすク

（るす画描をトクェジブオでき付約制 *） tfihS 画描らがなし押をーキ

るす画描を形矩らか分部央中のそ lrtC がなし押をーキ
画描ら

dnammoC 押をーキ
画描らがなし

るす画描を形円楕らか分部央中のそ lrtC がなし押をーキ
画描ら

dnammoC 押をーキ
画描らがなし

タィデエトスリ swodniW SOcaM

（順降トッベァフルア Z→ A トスリに）
るえ替び並を

tfihS ンマコ」え替び並「らがなし押をーキ
ンタボはたまド

タィデエーバーュニメ swodniW SOcaM

ソメたれらけ付連関にドンマコーュニメ
く開をドッ P+lrtC P+dnammoC

トスリィテパロプ swodniW SOcaM

るす小縮／開展をマーテのてべす で上マーテ +lrtC リク
クッ

で上マーテ
+dnammoC クッリク

るす除解択選／択選をトンベイのてべす で上トンベイ +lrtC ク
クッリ

で上トンベイ
+dnammoC クッリク

るす動移を間ルセ ーキ←→↓↑

ルセ示表の後最はたま初最のトスリ示表
るす択選を pUgP ／ nDgP

るす択選をルセの後最はたま初最のトスリ emoH ／ dnE
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「デバッガ」ショートカット

swodniW SOcaM

TEKCAPEVIECER 、 REFFUBEVIECER 、
ELBAIRAVEVIECER はたま、 EVIECER

DROCER るす断中を信通たれさ始開で
tfihS+tlA+lrtC -+noitpO+dnammoC

tfihS

（スセロプ」ャジーネマトンベイ「 NO
LLACTNEVE プ常通を）ルートスンイで

るす換変にスセロ
ecapskcaB+tfihS+lrtC

-+noitpO+dnammoC
-kcaB+lortnoC+tfihS

ecaps
るす示表をウドンイウガッバデに時行実

）択選をスセロプるすスーレト（ +tfihS+tlA クッリク右 -oC+noitpO+lortnoC
+dnamm クッリク

ムタスカ「をトクェジブオや式たし択選
るすーピコへアリエ」値／式現表

プッロド＆グッラド
トクェジブオはたま

で上 D+lrtC はたま
+lrtC クッリク

まプッロド＆グッラド
上トクェジブオはた

で D+dnammoC はたま
+dnammoC クッリク

を目項のアリエ」値／式現表トルォフデ「
るすーピコへアリエ」値／式現表ムタスカ「

上目項のアリエ」値／式現表トルォフデ「
クッリクルブダで

るす成作を式いし新 クルブダでアリエ」値／式現表ムタスカ「
クッリ

るす開再を行実 5F はたま R+lrtC 5F はたま
R+dnammoC

留保のスセロプトンレカ、し開再を行実
の中 ECART るすに効無てべすをルーコ

5F+tfihS はたま tfihS ト「らがなし押をーキ
クッリクをンタボ」しなスーレ

るすトーボアを行実 6F はたま K+lrtC 6F はたま
K+dnammoC

るす集編をドッソメの中行実 2F はたま E+lrtC 2F はたま
E+dnammoC

るす存保を定設 3F

revOpetS ）みのドッソメ一同（ 4F はたま S+lrtC 4F はたま
S+dnammoC

otnIpetS ）スーレトもドッソメし出び呼（ 8F はたま T+lrtC 8F はたま
T+dnammoC

tuOpetS ）る戻へ元し出び呼（ 7F はたま U+lrtC 7F はたま
U+dnammoC

定設のトンイポクーレブ的時一 ンジーマ左
で +tfihS+tlA クッリク

でンジーマ左
+tfihS+noitpO クッリク

ンイウ」ィテパロプトンイポクーレブ「
示表をウド

上トンイポクーレブ
で +tlA クッリク

上トンイポクーレブ
で +noitpO クッリク

出び呼るけおにアリエ」鎖連ドッソメ「
スーソ「を名ドッソメで行るす応対にし

るす示表にアリエ」ドーコ

ダを名ドッソメのアリエ」鎖連ドッソメ「
クッリクルブ

制強をアリエ」値／式現表トルォフデ「
るす新更に的 *+lrtC *+dnammoC

るす動移を間アリエ baT

るす動移を目項のアリエ ーキ↓↑
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「ユーザ／ランタイム」モードのショートカット

）力入ターデ（トスリ swodniW SOcaM

トスリとトスリ（るす正修を目項トスリ
かおてし定設に”可集編“にもとは目項

）いならなばね

lrtC がなし押をーキ
アイダ」トスリ「ら
目項のスクッボグロ

クッリクを

dnammoC 押をーキ
」トスリ「らがなし
スクッボグロアイダ

クッリクを目項の

るす動移を内ウドンイウトスリ択選 [ 力入を字文の初最の目項るめ求 ]

イウトスリ択選にずせ更変をドルーィフ
るじ閉をウドン csE

集編／力入ので内ムーォフ swodniW SOcaM

（るす成作をドーコレブサ ** ） +lrtC ／ +dnammoC ／

ムーォフ「はたま、るす定確をドーコレ
開を」正修＆リエク「／」リエクるよに .

（るす始 ** ）
retnE

／」リエクるよにムーォフ「はたま、力入
（正修＆リエク「 ** るすルセンャキを」） .+lrtC .+dnammoC

ドーコレていおにドーモ」新更トスリ「
るす成作を retnE

力出（るす択選数複をドーコレるす続連
）ムーォフ

、後クッリクをドーコレの初最 tfihS をーキ
クッリクをドーコレの後最らがなし押

るす択選数複をドーコレいないてし接隣
）ムーォフ力出（

ドーコレ各るす択選
で上 +lrtC クッリク

ドーコレ各るす択選
で上 +dnammoC リク
クッ

む進にアリエの次の順力入ムーォフ baT

る戻にアリエの前の順力入ムーォフ baT+tfihS

をャチクピの前でンタボャチクピの連一
るす示表 で上ンタボャチクピ +tfihS クッリク

のャチクピ emitkciuQ イマタスカを定設
るすズ

tlA らがなし押をーキ
ルーィフをャチクピ

トスーペにド

noitpO なし押をーキ
ィフをャチクピらが

トスーペにドルー

般全 swodniW SOcaM

ーロフを」ラーロプスクエムイタンラ「
るす示表てしとトッレパグンィテ 9F+tfihS+lrtC 9F+tfihS+dnammoC

るす示表をウドンイウ」トスリルブーテ「 +lrtC ーバスーペス
（ *** ）

+tfihS+dnammoC
ーバスーペス

るす了終をドーモ」ムタスカ「 4F+tlA ズーロクはたま
クッリクをスクッボ F+noitpO
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タィデエルベラ swodniW SOcaM

ブオたれま囲に全完、し画描をーキーマ
るす択選をけだトクェジ

tlA らがなし押をーキ
画描をーキーマ

noitpO なし押をーキ
画描をーキーマらが

等均へ向方直垂を部上のトクェジブオ各
るす置配に

tfihS ボ」置配等均直垂「らがなし押をーキ
クッリクをンタ

等均へ向方直垂を部下のトクェジブオ各
るす置配に

tlA らがなし押をーキ
ボ」置配等均直垂「

クッリクをンタ

noitpO なし押をーキ
配等均直垂「らが
ッリクをンタボ」置

ク

均へ向方直垂を部央中のトクェジブオ各
るす置配に等

+tlA+tfihS 等均直垂「
リクをンタボ」置配

クッ

+noitpO+tfihS 直垂「
をンタボ」置配等均

クッリク
等均へ向方平水を側左のトクェジブオ各

るす置配に
tfihS ボ」置配等均平水「らがなし押をーキ

クッリクをンタ

等均へ向方平水を側右のトクェジブオ各
るす置配に

tlA らがなし押をーキ
ボ」置配等均平水「

クッリクをンタ

noitpO なし押をーキ
配等均平水「らが
ッリクをンタボ」置

ク

均へ向方平水を部央中のトクェジブオ各
るす置配に等

+tlA+tfihS 等均平水「
リクをンタボ」置配

クッ

+noitpO+tfihS 平水「
をンタボ」置配等均

クッリク
をズイサトクェジブオ 1 変つずルセクピ

るす更 +tlA ←→↓↑ +noitpO ←→↓↑

をズイサトクェジブオ 01 変つずルセクピ
るす更 +lrtC+tlA ←→↓↑ +dnammoC+noitpO

←→↓↑
てい用てしとターレパセを字文行改 2つ

るす結連をドルーィフの
tfihS ッラドをドルーィフらがなし押をーキ

プッロド＆グ

ォフデをプールグのドルーィフたし結連
るす更変にズイサトル

lrtC がなし押をーキ
ハの下右プールグら
クッリクを上ルドン

dnammoC 押をーキ
右プールグらがなし
クを上ルドンハの下

クッリ

るす加追を線界境にトクェジブオ 1+lrtC ～ 9 1+dnammoC ～ 9

（るす画描をトクェジブオでき付約制 *） tfihS 画描らがなし押をーキ

るす択選をトクェジブオ数複 tfihS ェジブオ各るす択選らがなし押をーキ
クッリクをトク

をトクェジブオ 1 るす動移つずルセクピ ←→↓↑ syek

をトクェジブオ 01 るす動移つずルセクピ +lrtC ←→↓↑ +dnammoC ←→↓↑

をトクェジブオ 1 レのろ後はたま、前つ
るす動移へヤイ

tfihS はたま」へ面前「らがなし押をーキ
クッリクをンタボ」へ面背「

るす加追をーラカに線界境トクェジブオ tfihS 択選をーラカらがなし押をーキ
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（*） 制約を用いる場合、垂直方向、水平方向、または45°の斜線、矩形、楕円のみ描画することが
できます。制約を用いて既存のオブジェクトのサイズを変更する場合、そのオブジェクトの元
の比率が維持されます。

（**） 4D Customizer Plusを使用して、これらデフォルトのショートカットを変更することができま
す。

（***）お使いのＰＣに複数のシステムがインストールされており、Ctrl+スペースバーを用いてシステ
ム間の切り替えを行っている場合には、Ctrl+Shift+スペースバーを使用して「テーブルリスト」
ウインドウを表示してください。

タィデエし出き書 swodniW SOcaM

ッマーォフな能可用利にムラカし出き書
るす示表をト

ク右でダッヘムラカ
クッリ

でダッヘムラカ
+lortnoC クッリク

（フラグ trahCD4 ） swodniW SOcaM

ドルーィフのルブーテムーォフトンレカ
）ルーツトスキテ（るす入挿を

tlA らがなし押をーキ
込み組（アリエフラグ
クッリクを）アリエみ

noitpO なし押をーキ
アリエフラグらが
）アリエみ込み組（

クッリクを
るす入挿をドルーィフのルブーテの意任

）ルーツトスキテ（
+tlA+tfihS リエフラグ

クッリクをア
+noitpO+tfihS フラグ

クッリクをアリエ

るじ閉を形角多 retnE+lrtC+tlA retnE+noitpO

ジブオらがなし示表を枠のトクェジブオ
るす更変をズイサトクェ

tlA らがなし押をーキ
更変ズイサ

noitpO なし押をーキ
更変ズイサらが

サトクェジブオままたし持維を率比じ同
るす更変をズイ tfihS 更変ズイサらがなし押をーキ

trahCD4 るす示表をーバーュニメの M+tfihS+lrtC M+tfihS+dnammoC

るす択選を点たれらけ付連関に線り戻
（ YXD2 ）フラグ +lrtC クッリク +dnammoC ッリク

ク

るす択選を目項フラグ +lrtC クッリク +dnammoC クッリク

す離り切をジッェウイパらかフラグ円
lrtC がなし押をーキ

ドをジッェウイパら
グッラ

dnammoC 押をーキ
ッェウイパらがなし

グッラドをジ

をャチクピのドーボプッリク D2 ャチクピ
るすトスーペへフラグ

lrtC がなし押をーキ
ッリクを上ムラカら
ペをャチクピ、しク

トスー

dnammoC 押をーキ
を上ムラカらがなし
チクピ、しクッリク

トスーペをャ

るす動移を例凡のトーャチ lrtC がなし押をーキ
グッラドを例凡ら

dnammoC し押をーキ
グッラドを例凡らがな

表に内フラグをトンヒてしとンョシプオ
）用使をンョシプオ”時求要“（るす示

lrtC がなし押をーキ
に上トクェジブオら

置配をスウマ

dnammoC 押をーキ
クェジブオらがなし
置配をスウマに上ト

（るす画描をトクェジブオでき付約制 *） tfihS 画描らがなし押をーキ
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関連する4Dソフトウェアのショートカット

sulPrezimotsuCD4 swodniW SOcaM

除削をプールグターメラパの成作ザーユ
るす

tlA らがなし押をーキ
クルブダをンコイア

クッリ

noitpO なし押をーキ
ブダをンコイアらが

クッリクル

retropsnarTD4 swodniW SOcaM

（プイタルイァフの意任 D4 てれさ成作で
ロド＆グッラドはたま、く開を）いない

るすプッ
可不用利

dnammoC 押をーキ
たま、く開らがなし
ッラドをルイァフは

プッロド＆グ

retropsnarTD4 」定設境環「に時動起の
るす示表をスクッボグロアイダ 可不用利

noitpO なし押をーキ
らが retropsnarTD4
動起を

slooTD4 swodniW SOcaM

るすクッェチ接直をルイァフャチクラトス
lrtC がなし押をーキ

ァフャチクラトスら
く開をルイ

dnammoC 押をーキ
チクラトスらがなし

く開をルイァフャ
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